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      多彩な市民活動の中で 
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めがねのこえfcf:J 
まだ週に4日づつですが グ、ループホームに泊まるようになって思った

ことがあります。

私は ことばや手足が不自由なので いろいろな人にお世話になることも多く 車イスで電

車に乗れるようになったり パソコンをおぼえたりと いろいろなことを助けていただいたり

しました。

その他にも 私の「友だち」は いろいろ教えてくれたり お話をしたり相談をしたりとい

ろいろです。母は 「みんな"お友だち“ と呼んじゃうのねハハハ.. . Jといいますが 私

の友だちは友だちというより先生だ、ったりすることもあるけど 心が通じて わかってもら

えれば年が同じぐらいの人も離れていても 友達は友だちなのかなと おもうのです。

* * * 
グループホームとディサービスの 活動ホームを送迎車で往復していて

あちらこちらを電動イスででかけることも少なくなると どこかで偶然知

っている人に会うことも少なくなりました。

生活クラブの人や ご近所の人達や民生委員さんやお庖の人や ちょっと声をかけてく

ださる方とか...。ちょっとした知り合いの人との出会いでも なにか自分がとても充実した一

日だ、ったような気がして うれしくて帰ってからお茶を飲みながら 家の人に話します。

とくに友だちと言うほどの人でなくても そういう知り合いの人達が 地域で生活すると言

うことでは 大切なのだなと思いました。

これからは休みの時にはいろいろなところへ行ったり いろいろな物を観たり 聞

いたり 車イスで、まわってみたいなと 思います。

大原友子

港北を障害者や支援を必要とする人達が安全で楽しく暮らせる町に!

*セイフティーネットへの取り組み!
港北区社会福祉協議会では当事者部会を聞き、 52号でもお知らせしたように、来年度の活

動計画の中に「障害者と支援を必要とする人達のセイフティーネットの構築」をもりこみま

した。これに先立ってもたれた当事者部会では、ほとんどのメンバーが出席し、さまざまな

事例を挙げながら発言し、この運動の必要性をうったえました。

いま準備会では、具体的な取り組みの端緒として、アンケートの検討に入りました。

まず、警察や商庖会、病院などの非福祉団体向けの質問の内容をはなしあっています。
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